
一
五
七
三
年
（
天
正
元
年
）
正
親
町
天
皇
は
、
時
の
典
薬
頭
、
半
井

瑞
策
に
、
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
『
医
心
方
』
全
三
十
巻
を
下
賜

さ
れ
た
。

九
八
四
年
、
丹
波
康
順
が
献
上
し
て
以
来
、
五
八
九
年
間
、
門
外

不
出
で
あ
っ
た
医
心
方
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
丹
波
家
と
は
ラ
イ
バ

ル
の
関
係
に
あ
っ
た
和
気
家
の
改
姓
し
た
半
井
家
に
下
賜
さ
れ
る
と

は
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
み
た
い
。

一
、
半
井
家
の
興
隆

神
別
の
和
気
家
は
、
蕃
別
の
丹
波
家
よ
り
は
堂
上
で
は
格
は
上
で

あ
る
が
、
丹
波
康
頼
が
『
医
心
方
』
を
献
上
し
て
以
来
、
学
問
の
上

で
は
、
丹
波
氏
が
上
位
と
な
り
和
気
氏
は
肩
身
の
せ
ま
い
思
い
を
し

て
き
た
。
和
気
明
親
は
、
一
五
○
四
年
か
ら
十
六
年
間
、
明
に
渡

正
親
町
天
皇
の
半
井
氏
に
『
医
心
方
』

を
下
賜
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

言
向

島
文
一

り
、
金
元
医
学
を
身
に
つ
け
て
帰
朝
し
た
。

和
気
家
に
は
、
清
澄
な
水
の
湧
き
出
る
井
戸
が
あ
り
、
半
ば
禁
裡

御
料
に
用
い
、
半
ば
私
用
に
供
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
後
柏

ナ
カ
ラ
イ

原
天
皇
は
、
こ
れ
を
半
井
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
明
親

は
和
気
家
を
半
井
家
と
改
姓
し
た
。

明
親
の
孫
の
光
成
は
、
名
医
の
ほ
ま
れ
高
く
、
瑞
策
と
も
通
仙
院

と
も
号
し
た
。
宮
内
大
輔
と
な
り
正
親
町
天
皇
の
信
任
を
受
け
、
深

黒
素
絹
衣
を
着
て
参
内
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
法
印
の
上
座
に
着
座
し

た
。
ま
た
、
織
田
信
長
に
接
近
し
、
信
長
上
洛
の
時
は
、
自
分
の
邸

を
宿
泊
所
に
提
供
し
た
。

二
、
丹
波
家
の
没
落

丹
波
家
の
本
家
は
盛
直
が
継
い
で
い
た
が
、
相
模
地
方
の
荘
園
が

横
領
さ
れ
て
、
生
活
に
も
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
五
四

六
年
（
天
文
十
五
年
）
盛
直
は
、
北
条
氏
の
助
け
を
借
り
て
、
荘
園
を

奪
回
し
よ
う
と
し
て
相
州
へ
下
向
す
る
途
中
、
箱
根
山
中
で
急
逝
し

た
。
こ
の
た
め
正
統
が
断
絶
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
二
百

年
近
く
経
て
、
一
七
二
六
年
（
享
保
十
一
年
）
盛
直
の
跡
目
を
つ
ぐ
も

の
と
し
て
、
頼
庸
が
任
命
さ
れ
た
。
頼
庸
は
丹
波
家
の
支
流
の
小
森

家
の
出
で
あ
る
が
、
錦
小
路
家
を
創
立
し
て
い
た
の
で
、
一
七
二
六
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年
以
後
は
錦
小
路
家
が
正
統
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

三
、
和
気
、
丹
波
両
家
の
姻
戚
関
係

半
井
明
親
の
伯
父
の
明
重
は
初
代
和
気
時
雨
以
来
、
十
三
代
目
に

典
薬
頭
と
な
っ
た
丹
波
重
長
の
長
男
で
あ
る
。

特
に
請
わ
れ
て
丹
波
家
か
ら
、
和
気
家
へ
養
子
と
な
っ
て
き
た
人

で
あ
る
。
従
っ
て
、
丹
波
、
和
気
の
両
方
の
流
儀
に
く
わ
し
く
、
丹

波
、
和
気
の
対
立
的
意
識
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ブ
ｏ
○

四
、
時
代
の
背
景

平
安
時
代
、
丹
波
家
に
受
け
つ
が
れ
た
『
医
心
方
』
は
、
医
家
の

象
な
ら
ず
、
知
識
人
の
教
養
と
し
て
広
く
世
に
用
い
ら
れ
た
が
、
鎌

倉
時
代
以
後
は
、
学
問
の
低
下
に
よ
り
実
用
的
医
術
が
お
こ
り
、

『
医
心
方
』
は
省
承
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
『
医
心
方
』
の

実
用
的
価
値
感
も
薄
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
し
、
宮
中
の
秘
庫
に
保

存
さ
れ
た
『
医
心
方
』
に
関
心
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
も
言
え

五
、
正
親
町
天
皇
と
半
井
瑞
策

半
井
瑞
策
は
宮
内
大
輔
で
あ
り
、
正
親
町
天
皇
の
側
近
中
の
側
近

と
も
い
え
る
。
名
医
の
ほ
ま
れ
も
高
い
。
治
療
の
功
に
よ
り
褒
美
と

る
○

し
て
、
何
を
与
え
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
、
正
親
町
天
皇
は
、
英
明
の
君
主
で
あ
り
、
曲
直
瀬
道
三
が

法
印
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
出
入
り
す
る
こ
と
に

忠
告
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
時
代
の
背
景
、
和
気
、

丹
波
両
家
の
血
統
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
、
丹
波
家
の
没
落
等

の
事
情
か
ら
『
医
心
方
』
を
下
賜
さ
れ
る
決
心
を
な
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

こ
れ
が
、
二
百
八
十
年
後
、
安
政
年
間
に
多
紀
と
改
姓
し
た
丹
波

氏
と
半
井
氏
と
の
間
に
『
医
心
方
』
の
伝
写
を
め
ぐ
っ
て
騒
動
を
お

こ
す
と
は
、
当
時
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。

（
明
治
鍼
灸
短
大
）
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